
 

 

はり師、きゅう師及びあん摩マッサージ・指圧師の施術に係る 

療養費支給申請書の留意点 

 

 

平成 31 年 3 月 14 日（木） 

長野県国民健康保険団体連合会 

 

平成 30 年 10 月の主な改正点 

 

１ 医師の同意・再同意について 

  ・医師の同意・再同意は、医師の診察を受けたものでなければならない  

  ・再同意の場合であっても、施術の同意には同意書（文書）の交付を必要とする 

  ・同意書に基づく療養費の支給可能期間を３ヶ月から６ヶ月に延長する 

   

２ 同意書の様式の見直し 

  ・「同意区分」欄の新設  

初回同意か、再同意かの区分を記載する 

 ・「診察日」欄の新設 

   同意又は再同意に当たっては医師の診察が必要になったことから、診察日を記入した

同意書（文書）を交付する 

 

 （あん摩マッサージ指圧療養費のみ） 

・「症状」欄の見直し 

施術の種類と施術部位の根拠の確認のため、筋麻痺又は関節拘縮のある部位に○

をする 

筋麻痺又は関節拘縮のある部位以外に施術を必要とする場合は、その他欄に当該症

状と部位の記載を求める 

 

  ・往療理由の新設  

往療を必要とする理由を記載する 

 

３ 施術者による施術報告書の作成  

   ・施術報告書交付料の新設 

医師の再同意に当たっては、医師が、施術者が作成する文書により、施術の内容や患

者の状態等の確認を行い、医師の直近の診察に基づいて再同意を行う 

施術者においては、施術報告書を交付した場合に施術報告書交付料を算定できる 

 

 

 

 

 

資料Ｎｏ．4 



 

基本的な留意事項 

 

１ 申請にあたり必要な添付書類 

・同意書又は診断書（初療月及び再同意月に原本を添付する） 

・往療内訳表（平成 31 年４月１日以降は様式第７号による） 

・１年以上・月 16 回以上施術継続理由・状態記入書（該当者のみ） 

・施術報告書の写し（施術報告書交付料算定月のみ） 

 

２ 申請書に関すること （返戻対象となるケース） 

・各項目の記載漏れ、記載不備 

・施術料等の算出誤り、計算誤り及び合計金額、一部負担金、請求額の計算誤り 

・同意期間を超えて請求されている （事例-1） 

・同意書と同意記録欄の傷病名が不一致 （事例-2） 

・変形徒手矯正術とマッサージを同日に同一部位へ併算定している （事例-3） 

・複数施術者により施術を行った場合は内訳の記載が必要となる （事例-4） 

・はり・きゅうに係る療養費支給申請書において、往療理由の記載が無い 

 

３ 同意書に関すること （返戻対象となるケース） 

・各項目の記載漏れ、記載不備 

（記載漏れが多い項目）  発病年月日、症状の部位、往療理由 等 

・患者住所欄に被保険者証の住所と異なる住所が記載されている （事例-5） 

・「診察日」欄に同意年月日以降の日付が記載されている （事例-6） 

・症状の記載が無い部位を施術部位としている （事例-7） 

・変形徒手矯正術を行う場合は１ヶ月ごとに同意書の添付を必要とするが、同意書の添付が無い 

 

４ 往療料に関すること 

・往療距離の算出にあたっては施術所から患家までの直線距離で算定する 

・施術所からの距離又は前患家からの距離の、どちらか短い方で算定する  （事例-8） 

・片道 16km を超える往療については、絶対的な理由があり保険者が認めた場合のみ算定できる 

（事例-9） 

・同一の建築物に居住する複数の患者を同一日に施術した場合の往療料は、別々に算定できな

い（ただし、被保険者の都合において、やむを得ない理由がある場合はこの限りではない） 

 

５ 施術報告書交付料に関すること 

・前回請求月から５ヶ月以内は再算定できない（ただし、変形徒手矯正術についてはこの限りでは

ない）（事例-10） 

・報告書交付料は、報告書に係る施術を行った日の属する月の申請書において算定する 

 （事例-11） 

・報告書の内容が記載されていない、又は項目が不足している 

 

※ 返戻照会された申請書を訂正し再提出される場合は、訂正箇所を二本線で抹消し、その上部に正しい文字又

は数字を記入し、訂正者の押印のうえ、返戻付箋を添付したまま再提出をお願いします 
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